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第４章 建設コンサルタントの課題と今後の方向 

関東地整×建コン（関東支部） 若手技術者交流会 
■関東地整×建コン（関東支部） 若手技術者交流会

関東支部 若手の会 WGでは、建設業界における若手技術者として、業界の抱える課題や解決

に向けた取組などについて情報共有するとともに、業界の魅力向上に向けて、発注者・受注者

という立場の違いにとらわれない活発な意見交換を実施するため、関東地方整備局との若手技

術者交流会を開催しました。 

■開催概要

関東支部 若手の会 WG・女性の会 WG 計 20 名、関

東地方整備局 10 名の若手技術者が参加し、5～6 人

に分かれてグループセッションを実施した。「受発

注者がお互いに求めていること」「業界の活性化」の

2 つのテーマについて議論し、各々出し合った意見

やアイデアをグルーピングし、関係性を叙述化する

KJ 法を用いて各班の議論内容をまとめた。議論の結

果は全体での発表を実施し、受発注者間の情報交換

と業界の魅力向上について、意見交換を行いました。 

■開催内容

テーマ１「受発注者がお互いに求めていること」については、各グループで「コミュニケーシ

ョンが必要不可欠」という課題が共通しており、解決策として例えば Microsoft Teams を使い、

細かなことでも気軽に連絡を取り合うことで密なコミュニケーションが確保できるという意見

があがりました。

テーマ 2「業界の活性化」については、世間的なイメージの悪さが課題としてあがり、外部へ

の PR やイメージアップ、内部向けの勉強会や交流会の実施、働き方の改善など内外部双方への

アプローチが必要であることが確認できました。

参加者（集合写真） 

発表の様子 各グループワークの様子 

■成果・今後について

本交流会を通じて、受発注者がお互いに求めているものとして、「コミュニケーションの重

要性」が、業界の活性化に向けては、「業界ＰＲによるイメージ向上」が必要であるという認

識が共有されました。次年度以降も本交流会を継続的に開催し、『円滑なコミュニケーション

を促進するための方法』と『業界イメージを向上させるためのＰＲの方法』を主な議題として

検討し、加えてその効果の検証を繰り返すことが望ましいと考えます。 
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